
「教育・青尐年」の政策体系

教育・
青少年

・学校教育モデルプラン推進事業
・学力向上重点事業
・体験実践活動推進事業 等

（分 野） （基本方針） （主要事業）

学校教育の充実

学校施設の整備

教育内容の充実

（施 策）

児童・生徒の
安全・安心の確保

教育研究所の機能充実

教育問題相談体制の
整備

教育施設・設備の充実と
適切な維持管理・更新

・やまびこ教育相談室運営事業
・学校支援対策推進事業
・通学路対策事業 等

・教育調査研究事業（教育研究所）
・講座開設事業（教育研究所） 等

・学校問題サポートチーム運営事業

青尐年の
健全育成

青尐年教育の充実と
社会参加の促進

青尐年の健全育成に
向けた活動への支援

・学校図書整備事業
・学校大規模改造事業
・学校地震補強・危険改築事業 等

・尐年センター運営事業

・青尐年育成活動推進事業



■施策評価シート
(3)-1 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

責任課長

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 77 80 81 88 82 87 85 89.8

％ 72 80 81 84 82 86 84 84.9

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

回 48 48 48 48 48 48 48 48

％ 100 100 100 100 100 100 100 100

回 320 320 320 342 320 419 320 283 【事務事業の改善実績】　　※H24年度・H25年度に改善を図った事務事業の実績を記載

回 760 760 760 388 400 394 400 278

　

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

平成２２年２月に策定した「子どもが輝く学力向上プログラム」における「ＩＣＴ授業の推進」「各種
検定事業」「学校教育モデルプラン」等の各事業について全小中学校が意欲的に取り組んでき
た成果と考えられる。今後は、質の転換、質の向上をめざして、平成25年度改訂版「子どもが輝
く学校教育充実プログラム」として実施する。

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

平成２３年度は市内３校での実施であったが、平成２４年度は、市
内全１３小学校で実施した。

備考

評価に基づい
た平成２５年度
取り組みにつ
いての考え方

　 　

拡充

体系

　

小中学校ともに学習指導要領が全面実施となっ
た。
電子黒板の活用についての研修が進んできてい
る。
子どもと向き合う時間の確保を重視している。

環境・条件
の変化

個別
内容

　

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標

子ども輝き人権教育推進会議実施数：事業を受けている学区が１年間に行っている運営者会議の回数
体験型学習の実施校の割合：小学校において「たんぼのこ」など草津の自然を活かした体験学習実施校の割合
校内研修会の実施回数：各小中学校で実施している校内研修会の総合計回数
保護者相談の実施回数：やまびこ教育相談における保護者相談の１年間の相談回数

単位項目

その他の外的
・他律的な事象

成果指標

施策の概要

　平成２２年度～平成23年度に大きく向上した「学校は楽しい」「授業はわかる」の実績値は、平
成24年度も維持されており、「子どもが輝く学力向上プログラム」に基づく各事業の取組が定着
してきていることがうかがえる。
　「授業はわかる」は平成２３年度より1.1ポイント下がっているが、目標値を上まわっている。施策の達成度

（責任課による
定性的評価）

草津の自然や文化を生かした体験型の学習活動を推進することで、
子どもに“ふるさと草津の心”を育むとともに、学力向上プログラムに
基づいて子どもの確かな学力や生きる力の育成を図ります。

教育内容の充実

学校教育課

糠塚　一彦

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

子ども輝き人権教育推進会
議実施数

体験型学習の実施校の割合

校内研修会の実施回数

保護者相談の実施回数

単位

学校評価：学校は楽しい

学校評価：授業はわかる

各界トップのス
ペシャル授業ｉ
ｎ草津

学校教育課 Ａ



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 0 4,413 2,699 2,890 10,002 計画 6,933 6,918 6,887 6,862 27,600

実績 0 3,106 2,458 2,692 8,256 実績 6,758 6,709 6,850 6,818 27,135

計画 0 23,594 23,981 31,001 78,576 計画 59 141 156 78 434

実績 0 22,392 23,330 28,475 74,197 実績 27 141 77 73 318

計画 1,387 1,194 265 253 3,099 計画 1,204 1,019 1,019 296 3,538

実績 1,208 1,126 68 127 2,529 実績 528 530 466 199 1,723

計画 6,080 － － － 6,080 計画 6,295 2,860 2,676 3,364 15,195

実績 5,793 － － － 5,793 実績 3,953 2,122 1,978 1,926 9,979

計画 188 － － － 188 計画 157 11 157 103 428

実績 170 － － － 170 実績 88 0 58 0 146

計画 916 954 859 1,481 4,210 計画 66,921 90,897 84,198 69,876 311,892

実績 581 854 875 1,457 3,767 実績 77,454 91,494 83,760 68,192 320,900

計画 2,843 2,764 3,135 2,845 11,587 計画 431 515 491 416 1,853

実績 2,713 2,576 2,997 2,582 10,868 実績 280 182 185 413 1,060

計画 20 20 20 20 80 計画 352 352 352 352 1,408

実績 20 20 20 20 80 実績 349 287 102 111 849

計画 14,448 10,455 － － 24,903 計画 － － 11,101 11,484 22,585

実績 13,510 10,514 － － 24,024 実績 － － 10,917 11,361 22,278

計画 14,473 16,372 4,167 － 35,012 計画 － － 953 385 1,338

実績 16,553 15,825 3,815 － 36,193 実績 － － 601 360 961

計画 6,862 － － － 6,862 計画

実績 5,415 － － － 5,415 実績

計画 4,218 3,560 3,570 3,660 15,008 （百万円）

実績 3,827 2,860 3,130 2,729 12,546 計画 150.5 178.8 150.5 155.8 637.0

計画 440 440 440 538 1,858 実績 154.9 173.1 144.0 142.7 615.7

実績 439 405 305 411 1,560 計画 4.7 4.0 4.1 4.1 16.9

計画 26 26 26 26 104 実績 4.4 3.3 3.6 3.2 14.6

実績 26 26 48 37 137 計画 0.0 28.0 26.7 33.9 88.6

計画 8,441 － － － 8,441 実績 0.0 25.5 25.8 31.2 82.5

実績 7,924 － － － 7,924 計画 66.9 90.9 84.2 69.9 311.9

計画 310 310 206 226 1,052 実績 77.5 91.5 83.8 68.2 320.9

実績 110 116 104 103 433

計画 480 480 480 480 1,920

実績 600 480 480 460 2,020

計画 5,365 10,016 3,608 19,564 38,553

実績 5,012 9,748 1,992 14,475 31,227

計画 1,629 1,530 － － 3,159

実績 1,596 1,579 － － 3,175

Ｂ

障害児就学指導委員会運営事業 学校教育課

わくわく異文化交流事業 学校教育課

学校教育課

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24 － 社会同和教育推進事務 学校教育課

23 － 修学援助資金給付事業 学校教育課

－ 奨学生友の会活動事業 学校教育課

21 － 各種研究会等参加事業 学校教育課2 リ 学力向上重点事業 学校教育課

3 － 教職員研修事業 学校教育課

4

5

－ 英語活動推進事業 学校教育課

－ 学力検査事業 学校教育課

19 － 訪宅指導事業 学校教育課

18 － 同和教育指導推進事務 学校教育課

17 主 人権教育推進事業 学校教育課

16 － 教職員同和教育研修事業 学校教育課

学校教育モデルプラン推進事業

事業
区分

15 － 外国語指導助手配置事業 学校教育課

14 － 科学発表展覧会開催事業 学校教育課

番号

リ1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

学校教育課

スポーツ保
健課

担当課
事業費（千円）

20 － 自主活動学級開設事業 学校教育課

施策成果
への
貢献度

Ａ

22

－ 学校図書館整備事業 学校教育課

6 － 小学校体育推進事業
スポーツ保
健課

7 － 中学校体育部活動推進事業

13 － 青尐年美術展覧会開催事業 学校教育課

11 －

体験実践活動推進事業 学校教育課

施策成果
への
貢献度

Ａ

B

－

－

10 － 学校・園運営支援事業 学校教育課

8

学校教育課

学校教育振興ビジョン推進事業 学校教育課

12 主

Ａ

－ 教職員体育実技研修事業
スポーツ保
健課

9

学校教育課

Ａ

B

B

－

Ｂ

25 マ 特別支援教育推進事業

26 －
外国人児童生徒教育相談員

配置事業

－

28 - 子ども読書活動推進費

－

29 －

27

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

－

Ａ

Ａ

－



■施策評価シート
(3)-1 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

責任課長

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ -2 5 6 8 8 1 8 0

％ 75 75 76 84 84 86 84 89

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ -4.8 -5.0 -5.0 -6.5 -6.5 5.9 -6.5 -5.3

人 12 12 12 12 12 12 12 12

回 1,259 3,500 3,475 4,046 3,450 5,357 3,425 5978 【事務事業の改善実績】　　※H24年度・H25年度に改善を図った事務事業の実績を記載

件 729 1,500 1,475 1,459 1,450 2,049 1,425 1432

回 216 450 450 311 450 313 450 299

回 1 1以上 1以上 1 1以上 1 1以上 5

備考

目標を下回る事業については改善を図り、成果指標の学校適応できた児童生徒の前
年比増加率と「学校が楽しい」と考える中１生徒の割合の向上を目指し、他の活動指
標についても引き続き事業を継続する。

評価に基づい
た平成２５年
度取り組みに
ついての考え

方

中学校区別グレードアップ連絡会を開催し小中学校が連携した
り、生徒指導・教育相談・特別支援教育が連携することにより不登
校・不登校傾向児童生徒数の減尐を目指す。

各学校からの要望を取りまとめるだけではなく、教育委員
会、道路課、交通政策課、草津警察署で通学路の合同点
検を実施し、それに基づいた改善を図った。

その他の外的
・他律的な事象

拡充

拡充

環境・条件
の変化

個別
内容

改善の方針 改善内容の詳細

生徒指導推進
事務

学校教育課

通学路対策事
業

スポーツ保
健課

Ｂ

A

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標
「学校が楽しい」と考える中１生徒の割合については、
上昇を続けており、今後もこの水準以上を維持できる
よう目標値を検討し、施策を実施する。

平成２２年度に大きく向上した「学校は楽しい」と考える
中１生徒の割合の実績値が、平成２３年度に続き、平
成２４年度も維持されている。「子どもが輝く学力向上
プログラム」に基づく事業の各学校における取り組み
が定着してきている。

体系

単位

「学校が楽しい」と考える中１生徒の割合について、実績値が目標値を上回っており、前年度よ
りも増加している。ただし、活動指標の不登校・不登校傾向の児童生徒の前年度比および関
係機関等との連携については、目標値を下回っていることから、改善が必要である。

事務事業名
施策成果
への
貢献度

担当課

施策の概要
学校生活における子どもの様々な活動が、安全で安心でき
る環境と優れた教育条件のもとで展開されるよう整備を図り
ます。

基本方針番号 施策番号

項目 単位

学校適応できた児童生徒
の前年比増加率

「学校が楽しい」と考える
中１生徒の割合

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

（責任課コメント）

問題行動等生徒保護者対応

関係機関等との連携

成果指標

「学校が楽しい」と考える中１生徒の割合：小学生が中学生になった直後は、学習や生活の変
化になじめずに不登校となったり、いじめが急増するという中１ギャップという現象があるため
成果指標とした

活動指標

項目

不登校・不登校傾向の児
童生徒の前年度比

加配の配置

パトロールの実施回数

通学路の点検

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

児童・生徒の安全･安心の確保

スポーツ保健課

髙岡　良秀



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 502 502 288 288 1,580 計画 910 910 682 599 3,101

実績 506 528 274 287 1,595 実績 910 910 627 508 2,955

計画 57 57 57 40 211 計画 5,083 4,956 4,854 4,950 19,843

実績 10 18 61 36 125 実績 4,889 4,870 4,634 5,135 19,528

計画 14,871 17,247 16,326 0 48,444 計画 632 2,754 856 6,577 10,819

実績 16,339 15,353 15,381 0 47,073 実績 1,273 2,448 791 2,786 7,298

計画 33,810 34,026 34,356 34,359 136,551 計画

実績 33,758 34,192 33,912 34,058 135,920 実績

計画 14,633 17,319 17,169 0 49,121 計画

実績 14,890 17,032 17,683 0 49,605 実績

計画 9,860 30,116 31,661 0 71,637 計画

実績 27,981 29,328 32,023 0 89,332 実績

計画 2,014 2,027 2,066 2,049 8,156 計画

実績 2,329 1,132 1,122 1,186 5,769 実績

計画 123 123 123 491 860 計画

実績 0 94 0 351 445 実績

計画 17,301 17,260 17,924 18,277 70,762 計画

実績 17,098 17,307 17,931 18,015 70,351 実績

計画 1,738 1,816 1,866 1,869 7,289 計画

実績 1,927 1,732 1,590 1,629 6,878 実績

計画 493 488 492 515 1,988 計画

実績 484 487 491 467 1,929 実績

計画 1,890 489 344 225 2,948 （百万円）

実績 1,890 616 241 257 3,004 計画 668.5 721.8 728.1 667.1 2,785.4

計画 15,191 13,614 14,328 15,019 58,152 実績 674.2 711.8 718.0 660.9 2,757.2

実績 11,609 13,588 13,576 13,308 52,081 計画 535.3 565.6 564.6 549.7 2,215.2

計画 46,231 47,340 53,119 49,432 196,122 実績 531.1 559.1 561.0 553.1 2,204.4

実績 43,596 47,420 50,430 47,152 188,598 計画

計画 2,184 2,043 1,790 2,801 8,818 実績

実績 1,819 1,681 1,611 2,646 7,757 計画 14.6 17.3 17.2 0.0 49.1

計画 1,601 1,374 1,456 1,401 5,832 実績 14.9 17.0 17.7 0.0 49.6

実績 1,321 1,313 1,307 1,378 5,319

計画 5,207 5,503 6,539 4,835 22,084

実績 3,395 3,800 3,761 3,901 7,195

計画 484,107 511,815 511,600 512,975 2,020,497

実績 478,211 507,884 510,351 517,562 2,014,008

計画 10,049 9,980 10,193 10,369 40,591

実績 9,934 10,031 10,236 10,194 40,395

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

スポーツ保健課

21 － 学校保健推進養護教諭配置事業
スポーツ保健課

・幼児課

22

2 － 生徒指導推進事務 学校教育課

－ 学校保健推進事務事業

5

主
中学校生徒指導主事活動推

進事業

3 主 学校支援対策推進事業

18 主 給食センター管理運営事業 学校給食センター

19 －
日本スポーツ振興センター

負担金事務
スポーツ保健課

・幼児課

16 － 就学時・就園時健康診断事業 スポーツ保健課

17 － 特別支援教育就学奨励事業 学校教育課

事業
区分

15 － 児童通学支援事業

番号

主1

－ 各学校への校医等の配置

マ

学校教育課

14 － 児童生徒就学援助費支給事務 学校教育課

やまびこ教育相談室運営事業

学校教育課

中学校生活安定推進事業 学校教育課

4

担当課事務事業

学校教育課

スポーツ保健課

番号
事業
区分

事業費（千円）

学校教育課

23

担当課
事業費（千円）

20 －
地域ぐるみの学校安全推進事業
（旧学校安全対策巡回事業）

スポーツ保健課

施策成果
への
貢献度

B

事務事業

13 － 児童・生徒等健康診断事業
スポーツ保健課

・幼児課

スポーツ保健課
・幼児課

6 －
小学1年生学校生活支援員

配置事業
学校教育課

7

施策成果
への
貢献度

B

A

A

B

11 －

主 通学路対策事業

9

A

10 － 学校・幼稚園環境衛生管理事業
スポーツ保健課

・幼児課

8

A

A

B

B

学校災害賠償補償保険事務 スポーツ保健課

12 －

－ 通学区域に関する事務 学校教育課

児童・生徒安全対策事業
スポーツ保健課

・幼児課

B

28

29

27

26

25

B

B

A

A

B

B

A

A

B

B

B



■施策評価シート
(3)-1 ③ 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

責任課長

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 91 80 80 94 80 92 80 96

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 69 100 100 100 100 100 100 100

人 1,512 1,475 1,480 1,658 790 1,298 800 1386

【事務事業の改善実績】　　※H24年度・H25年度に改善を図った事務事業の実績を記載

備考

①教員の研修については、目標値を大きく上回る結果となったが、今後県や部会等の研修日と
開催日の重なりが増えることが予想され、研修参加人数も予測が難しいことから目標値を据え
置くものとする。
②副読本については、目標とする成果が得られているので、引き続き現行どおり事業を継続す
る。
③「副読本利用率」は１００％を維持しており有効活用することができている。

評価に基づい
た平成２５年
度取り組みに
ついての考え

方

体系

環境・条件
の変化

関係課のコメント

事務
事業

指標

個別
内容

単位

その他の外的
・他律的な事象

責任課による分析

改善内容の詳細

項目

施策番号

項目

成果指標

施策の概要

研修満足度

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

教員の指導力向上や個別の教育課題の解決を図る指
導と研修の充実に努め、学校教育の水準向上を図りま
す。

教育研究所の機能充実

学校教育課

糠塚　一彦

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

単位

①「研修満足度」の目標値８０％に対して、平成23年度、24年度ともに実績値は９０％を越えて
おり、目標を達成している。受講者アンケートを活用し、受講者のニーズに合った講座が実施で
きた。
②「研修参加者」についても、平成23年度目標値790人に対して、実績値1298人、平成24年度
800人に対して1386人と目標を達成している。平成23年度より講座数が半減したが、受講者の
ニーズに合った講座が実施でき、大きく目標値を上回ることができた。

研修満足度：受講者に満足度を計るアンケートを実施した、全研修の平均（％）。
副読本利用率：社会科副読本「わたしたちの草津」の授業での利用率
研修参加者数：教職員夏期研修講座の参加者の総数

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

副読本利用率

研修参加者数



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 20,448 20,891 26,370 27,223 94,932 計画

実績 20,385 20,465 24,169 25,368 90,387 実績

計画 912 106 1,872 292 3,182 計画

実績 804 60 1,820 257 2,941 実績

計画 178 215 215 263 823 計画

実績 173 181 172 230 756 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 21.5 21.2 28.5 27.8 98.9

計画 実績 21.4 20.7 26.2 25.9 94.1

実績 計画 1.1 0.3 2.1 0.6 4.0

計画 実績 1.0 0.2 2.0 0.5 3.7

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212 主 教育調査研究事業（教育研究所) 学校教育課

3 主 講座開設事業（教育研究所） 学校教育課

4

5

19

18

17

16

教育研究所運営事務

事業
区分

15

14

番号

－1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

学校教育課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

6

7

13

11

施策成果
への
貢献度

B

B

10

8

12

B

9

25

26

28

29

800



■施策評価シート
(3)-1 ④ 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

責任課長

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 68 50 50 75 55 89 55 80.6

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

回 37 40 40 53 40 59 40 58

【事務事業の改善実績】　　※H24年度・H25年度に改善を図った事務事業の実績を記載

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

糠塚　一彦

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

備考
SSW（ソーシャルワーカー）的手法：人間関係や個人を取り巻く環境に働きかけることで、問題
の解決を図る方法。

学校問題サポートチーム会議については、目標とする成果が得られているものの、解決の難し
い事案が増えてきている。そこで、平成２５年度は定例会議を12回から18回の開催に増やし、
目標値（会議実施数）も46回とした。今後も事業を継続し、円滑な学校経営を支えられるように
していく。

評価に基づい
た平成２５年
度取り組みに
ついての考え

方

環境・条件
の変化

個別
内容

改善内容の詳細

指標

体系

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

その他の外的
・他律的な事象

単位項目

成果指標

施策の概要

4回以内での終結率は、平成23年度89％、平成24年度は80.6％と目標の50％を大きく上回って
いる。学校問題サポートチーム会議を通して、SSW的手法が教職員に理解され、指導、助言を
活かした効果的な対応ができ、問題の早期解決が可能になってきた。サポートチームの助言
により状況の改善がみられるものの、引き続き支援や見守りが必要なケースが増えている。
　会議実施数については、平成24年度は目標値40回に対して、実績値58回と上回った。

4回以内での終結件数率：継続して4回以内のケース協議で、終結したケースの割合
会議実施数：サポートチーム会議の開催数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

学校問題サポートチームの取り組みにより、子どもや
保護者に関わる様々な問題に対する学校の対応力を
高め、円滑な学校経営を進めます。

教育問題相談体制の整備

学校教育課

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

会議実施数

単位

４回以内での終結件数率



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 2,277 1,662 1,879 1,774 7,592 計画

実績 1,445 1,562 1,851 1,735 6,593 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 2.3 1.7 1.9 1.8 7.6

計画 実績 1.4 1.6 1.9 1.7 6.6

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績 計画 2.3 1.7 1.9 1.8 7.6

計画 実績 1.4 1.6 1.9 1.7 6.6

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212

3

4

5

19

18

17

16

学校問題サポートチーム運
営事業

事業
区分

15

14

番号

マ1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

学校教育課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

6

7

13

11

施策成果
への
貢献度

10

8

12

B

9

25

26

28

29

27



■施策評価シート
(3)-2 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

責任課長

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

冊 7.2 7.2 10.5 10.5 10.9 10.7 11.3 10.7

冊 1.7 1.7 1.9 1.9 2 2.9 2.2 3.3

％ 81 84 82 86 83 85

％ 57.9 60 65 63.2 65 66.4 75 66.4

％ 3 3 13 13 27 24 100 100

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 80.1 85 85 83.3 88 86 91 91

％ 100 100 100 100 100 100 100 100

【事務事業の改善実績】　　※H24年度・H25年度に改善を図った事務事業の実績を記載

学校図書充足率

学校電子黒板配備率

単位

小学生の1人当り読書
冊数（1ヶ月）

中学生の1人当り読書
冊数（1ヶ月）

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

電子黒板の導入、学校図書館等の図書整備・更新の
ほか、小中学校について、必要に応じた施設の計画的
な維持管理・更新・充実を図ります

教育施設・設備の充実と適切な維持管理・更新

教育総務課

山本　美佐子

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

学校大規模改修率

学校給食センター改修事業

成果指標

施策の概要

授業がわかる児童・生
徒の割合

・学校図書については、平成20年度から図書システムの導入を進め、平成22年度に全１９校へ
の導入を完了した。その間、システムの導入にあわせて、図書の廃棄等の整理も進めたため、
充足率は必ずしも上昇しなかった。
・平成２１年度に市内全小中学校の全教室に電子黒板等を整備し、その後も、各学校のクラス
の増減に併せ、電子黒板等の移動を行い、また、不足分については購入することで、配備率は
１００％を達成済である。
・小中学校の耐震化事業については平成２３年度をもって完了した。今後は築２５年以上の建
物の大規模改修に取り組んでいく予定である。

単位項目

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標

体系

環境・条件
の変化

個別
内容

その他の外的
・他律的な事象

デジタル教科
書整備費

教育総務課 A
電子黒板の活用促進を図るため、教科書改訂された小学校
の国語と英語の2教科について、デジタル教科書の導入を
図った。

拡充

備考

･学校図書の充足率を高めていくために、安易な図書の廃棄は厳に慎み、慎重に廃
棄を行うよう指導していく必要がある。
・電子黒板等について、ハード面では１００％の配備を達成しているが、今後は、学校
教育課等と連携しながら、電子黒板等を有効に活用した授業を行える教員の裾野を
広げていく必要がある。また、電子教材等の充実も検討していく。
・引き続き、教育環境の改善・充実のため、事業を進めていく。

評価に基づい
た平成２５年度
取り組みにつ
いての考え方

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 288,548 196,330 290,252 290,252 1,065,382 計画

実績 228,551 243,602 253,961 196,085 922,199 実績

計画 279,038 151,386 95,048 84,096 609,568 計画

実績 277,433 142,667 94,361 81,071 595,532 実績

計画 22,683 24,739 21,275 18,700 87,397 計画

実績 22,676 24,675 21,271 18,681 87,303 実績

計画 51,844 93,637 87,709 88,272 321,462 計画

実績 51,139 93,253 85,268 87,715 317,375 実績

計画 378,624 1,333,801 146,750 496,320 2,355,495 計画

実績 157,841 567,529 1,182,647 643,771 2,551,788 実績

計画 488,002 278,367 0 265,342 1,031,711 計画

実績 104,769 748,738 287,887 0 1,141,394 実績

計画 1,292,340 800,000 3,600 0 2,095,940 計画

実績 490,521 1,096,438 824,988 0 2,411,947 実績

計画 5,907 20,825 522,545 1,924,285 2,473,562 計画

実績 5,906 20,562 250,972 1,922,451 2,199,891 実績

計画 2,702 2,713 2,700 2,758 10,873 計画

実績 2,595 2,320 2,405 2,202 9,522 実績

計画 147,869 154,073 156,668 44,463 503,073 計画

実績 146,558 150,931 151,997 42,260 491,746 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 2,957.6 3,055.9 1,326.5 3,214.5 10,554.5

計画 実績 1,488.0 3,090.7 3,155.8 2,994.2 10,728.7

実績 計画 1,786.2 1,099.2 526.1 2,189.6 5,601.2

計画 実績 601.2 1,865.7 1,363.8 1,922.5 5,753.2

実績 計画

計画 実績

実績 計画 22.7 24.7 21.3 18.7 87.4

計画 実績 22.7 24.7 21.3 18.7 87.3

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

29

27

A

A

A

C

C

25

26

12

C

主 学校給食センター改修事業 教育総務課

9

施策成果
への
貢献度

C

A

B

C

10 － 教育委員会事務局運営事業 教育総務課

8

13

11

－ 教育委員会運営事業 教育総務課

6 主 学校大規模改造事業 教育総務課

7 主 学校地震補強・危険改築事業 教育総務課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

番号

－1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

教育総務課小・中学校維持管理事業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

－
小・中学校教材設備整備事

業（その他分）
教育総務課

－ 小・中学校整備事業 教育総務課

2 － 小・中学校管理運営事業 教育総務課

3 マ 学校図書整備事業 教育総務課

21

24

23

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(3)-3 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

責任課長

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

件 933 1200 1200 841 900 673 900 755

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

件 933 1200 1200 841 900 673 900 755

【事務事業の改善実績】　　※H24年度・H25年度に改善を図った事務事業の実績を記載

青少年教育の充実と社会参加の促進

生涯学習課

堀田　智恵子

活動指標

項目

青少年からの相談件数

青少年からの相談件数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

（責任課コメント）

成果指標

青少年からの相談件数：一年間の相談延べ件数

施策の概要
多様化する青少年の問題に対応する青少年への教育や啓発の充実
を図るとともに、少年センター等との連携により、問題解決のための
取り組みを地域ぐるみで展開します。

基本方針番号 施策番号

項目 単位

単位

平成２４年度の相談件数は７５５件で、前年より件数で８２件、約１２％増加した。主な相談内容
では、学校･学業が３３６件、就職・仕事が２４６件、暴力行為７９件、しつけ・生活が４９件で学
校、県・市などの関係機関相談窓口とも連携協議し、対応した。２４年度では就職・仕事、暴力
行為と虐待が増加した。

事務事業名

その他の外的
・他律的な事象

体系

環境・条件
の変化

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標

個別
内容

担当課

備考

学校・学業、就職・仕事をはじめ暴力行為、虐待、しつけ・生活など、少年の家庭内な
ど、相談内容が多様化しており、かつ複雑で深刻な内容もあり、県、市の関係機関部
署と連携をはかり、青少年問題の相談・支援業務に取り組んでいく。

評価に基づい
た平成２５年
度取り組みに
ついての考え

方

施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 合計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 23,143 23,639 20,978 20,978 88,738 計画

実績 22,676 20,046 19,930 19,962 82,614 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 23.1 23.6 21.0 21.0 88.7

計画 実績 22.7 20.0 19.9 20.0 82.6

実績 計画 23.1 23.6 21.0 21.0 88.7

計画 実績 22.7 20.0 19.9 20.0 82.6

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

26

25

28

29

27

12

10

8

施策成果
への
貢献度

B

11

9

13

6

7

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

事務事業担当課事務事業

生涯学習課

番号
事業
区分

事業費（千円）

23

14

少年センター運営事業

4

事業
区分

15

番号

主1

16

17

18

19

5

3

2 21

22

24

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(3)-3 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

責任課長

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 40 50 50 49 50 47 50 53

人 728 800 800 675 800 756 800 815

回 2 2 2 2 2 2 2 1

人 11 19 19 11 19 14 19 11

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 40 50 50 49 50 47 50 53

人 728 800 800 675 800 756 800 815

回 2 2 2 2 2 2 2 1 【事務事業の改善実績】　　※H24年度・H25年度に改善を図った事務事業の実績を記載

人 11 19 19 11 19 14 19 11 施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

備考

「青年海外派遣出前授業」については、小・中学校の教職員で構成する、国際理解教育部会
において事業周知を行い、積極的な利用を促進したい。

評価に基づい
た平成２５年
度取り組みに
ついての考え

方

個別
内容

担当課

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標

体系

環境・条件
の変化

単位

　「アドベンチャーキャンプ参加者数」、「青少年健全育成事業の参加者数」は目標値を上回っ
たが、「青年海外派遣出前授業実施者数」は目標値を下回った。
　青少年問題協議会について、例年２回の会議のうち１回を次年度の基本方針の策定にあて
ていたが、平成２４年度の基本方針については平成２６年度までの３ヵ年としたため、１回のみ
の開催とした。

事務事業名

その他の外的
・他律的な事象

施策の概要

青少年問題協議会の実施回
数

青少年の健全育成を図るため、少年団体活動や青少年育成活動、
青年国際交流等の支援・促進を図るとともに、「わんぱくプラザ」の積
極的な展開を図ります。

基本方針番号 施策番号

項目

青年海外派遣出前授業実施
者数

単位

アドベンチャーキャンプ参加者数

青少年健全育成事業の参加
者数

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

（責任課コメント）

青年海外派遣出前授業実施
者数

成果指標

目標値：一年間の延べ数値

青少年の健全育成に向けた活動への支援

生涯学習課

堀田　智恵子

活動指標

項目

アドベンチャーキャンプ参加者数

青少年健全育成事業の参加
者数

青少年問題協議会の実施回
数



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 573 573 統合廃止 統合廃止 1,146 計画

実績 571 565 1,136 実績

計画 6,336 6,591 6,020 6,110 25,057 計画

実績 6,326 5,491 5,936 6,037 23,790 実績

計画 76 137 157 137 507 計画

実績 76 90 100 52 318 実績

計画 976 1,057 1,002 1,271 4,306 計画

実績 973 901 940 1,102 3,916 実績

計画 741 804 804 813 3,162 計画

実績 156 80 105 269 610 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 8.7 9.2 8.0 8.0 34.2

計画 実績 8.1 7.1 7.1 7.5 29.8

実績 計画 6.3 6.6 6.0 6.1 25.1

計画 実績 6.3 5.5 5.9 6.0 23.8

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

21

22

2 主 青少年育成活動推進事業 生涯学習課

5

－ 成人式開催事業

3 － 青年国際交流事業

18

19

16

17

事業
区分

15

番号

－1

－

14

少年団体活動事業

生涯学習課

わんぱくプラザ事業 まちづくり協働課

4

担当課事務事業

生涯学習課

番号
事業
区分

事業費（千円）

生涯学習課

23

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

事務事業

13

6

7

施策成果
への
貢献度

B

B

B

B

11

9

B

10

8

12

28

29

27

26

25


